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ステロイド抵抗性PMRに
対して追加併用するのは
csDMARDか
bDMARDか

乾癬性関節炎の
治療選択 
bDMARDか
JAK阻害薬か

強皮症の間質性肺炎に対する
分子標的治療薬の選択
リツキシマブか
トシリズマブか
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リウマチ性多発筋痛症は高齢社会
の我が国では、日常的に遭遇する
疾患の一つとなりました。治療の第
一選択肢はプレドニゾロンですが、
減量中に再燃してしまい追加治療に
迷った経験はありませんか？
専門家の次の一手はcsDMARDか
bDMARDか。専門家がエビデンス
と経験に基づいて意見を戦わせます。

膠原病のなかで最も手ごわい病気
である強皮症にも、新しい治療選
択肢が増えてきました。
エビデンスは勉強したけど、どれを選
べばよいのかわからない。強皮症っ
て皮膚だけ直せばいいわけじゃない
よね。臨床ではどうやって使うの。
そんな悩みを持っているあなたに是
非参加して欲しいセッションです。

乾癬性関節炎と関節リウマチの治療
薬はかなり重なっていますが、臨床
像はかなり異なります。
今回のテーマは分子標的治療薬の
選択。関節リウマチと同じように考
えて選べばよいのか。乾癬性関節
炎に対するベストチョイスはどの薬
剤なのか。安全性と有効性を知り尽
くした専門家はどう考えるのか、聞
きに来てください。
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            ディベートセッション
セッションの最初に各演者が与えられたテーマに関する
ご自分の意見をプレゼンテーションし、その後、
座長の司会で二人が意見を述べていきます。
セッションの最初と最後に、会場の参加者に
どちらの意見を支持するか投票をしてもらいます。

新企画!
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